
上
海
は
、
酉
太
平
洋
の
主
要
港
湾
都
市
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
発

遣
し
た
金
融
、
商
工
業
と
科
学
技
術
水
準
は
世
人
の
注
目
す
る
と
こ

ろ
だ
。

上
海
は
ま
た
中
国
最
大
の
経
済
の
中
心
で
、
新
中
国
成
立
四
十
余

年
ら
い
、
国
民
総
生
産
は
、
中
国
各
省
、
直
輯
市
、
自
治
区
の
首
位

に
あ
り
、
国
家
の
財
骨
収
入
に
対
す
る
貢
献
も
最
大
だ
。
一
九
八
0

年
代
の
十
年
聞
の
、
上
海
市
の
財
政
収
入
は
ニ
干
四
百
三
+
一
億
元

で
、
そ
の
う
ち
干
七
百
三
+
七
億
元
を
国
庫
に
納
入
し
た
。
こ
れ
は

国
家
財
政
収
入
の
八
・
八
%
を
占
め
て
い
る
。

発
遣
し
た
上
海
の
経
済
は
、
畏
江
流
場
の
経
済
発
展
の
促
進
役
に

も
な
っ
て
い
る
。
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一
九
八
0
年
代
に
入
っ
て
、
上
海
の
改
造
と
掻
興
は
安
定
し
た
歩

み
を
始
め
た
。
宝
山
鉄
鋼
コ
ン
ビ
ナ
l
ゆ
、
金
山
石
油
化
学
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
を
は
じ
め
、
サ
ン
タ
ナ
乗
用
車
、
永
新
カ
ラ
l
ブ
ラ
ウ
ン

管
、
益
畠
冷
間
圧
延
薄
板
な
ど
大
型
工
業
の
建
設
が
始
ま
り
、
経
済

の
発
展
に
新
た
な
基
礎
を
提
供
し
た
。

し
か
し
、
上
海
の
市
街
地
区
に
は
、
工
場
用
地
、
交
通
、
住
宅
、

都
市
汚
染
な
ど
の
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
貰
浦
江
東
岸

の
浦
東
地
区
の
開
発
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

い
ま
、
千
三
百
万
上
海
市
民
は
、
上
海
撮
興
、
浦
東
開
発
の
歩
み

を
進
め
、
新
し
い
世
紀
に
向
か
っ
て
、
外
向
型
の
、
多
く
の
機
能
を

持
つ
国
際
都
市
上
海
を
建
霞
し
つ
つ
あ
る
。

}世

上海の造船工業はもともと大きい実績をも

っている。これはドイツの注文で建造した国

際最新レベ)̃の冷蔵船ブルースカイ号。

a
可
制
、
制
醐
醐

2
。

組
欄
ト
ト
始

時
闘
関

a
コ
を

、
必
山
口
業

問
拡
録

制
え
間
以

前
W

れ
未
明
一
年

訓
メ
壬

が
方
、

山
主
成

ん
示
日

m
事

車
庫
工

年
期
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